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研究成果の概要（和文）：高速道路上の道路情報板の高度化が進められてきているが，情報板のシンボルデザイ
ンや文字情報の表記方法の統一がなされていない．また，情報板の近接が各所で見られるようになったが，その
ような情報板が，運転者からどのように視認・判読されているかは十分検討されていない．本研究ではまず，シ
ンボルデザインを考案するとともに，2事象情報板の判読性評価を行った．この結果として，2事象情報板の表示
方法の課題を明らかにし，情報板が近接する場合，下流側の情報板では，上流側に比べて視認性および判読性が
低下することを明らかにした．次に，これらの課題克服を目指して情報板表示を新たに考案し，判読性評価を通
じて効果を検証した．

研究成果の概要（英文）：In recent years, variable road information boards on expressways have become
 highly developed. However, due to differences in times of posting and renewal, these information 
boards are not uniform in graphical symbol designs and display methods of character information. And
 some information boards are installed adjacently at short section or become larger. However, the 
visibility and the legibility of such information boards are not discussed enough. First, we 
revealed that the visibility and the legibility of information boards in the downstream were poorer 
than those in the upstream when information boards stand adjacently. Second, we created new 
graphical symbols and reviewed readability of 2-event information boards with symbols. Then, upon 
analyzing these results, we tried to clarify issues of the display method in 2-event information 
boards and to develop new display designs for information boards.

研究分野： 交通工学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
高速道路ネットワークが進展した結果，運転者の選択可能な経路は多様化し，さらに，渋滞や通行止めなどの突
発事象を回避して経路を選択できるようになった．そのような状況に対し，経路選択を支援するため，情報提供
施設の複数設置が多く見られるようになった．ここで，限られた区間に複数の情報提供施設を設置すれば，施設
どうしが近接する恐れがあり，読み取りが運転者にとって大きな負荷となる恐れがある．本研究の成果は，ま
ず，このような情報提供施設の近接が運転者の視認・判読に及ぼす影響を明らかにしている．さらに，情報板の
シンボルに着目し，情報板単独および近接した情報板の視認・判読向上に対して有用な指針を提示している．



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 

高速道路に設置された標識や情報板（以下、情報提供施設）は，運転者に特別な動作を強いること
なく道路情報を伝えることができる重要なメディアである．一方，高速道路ネットワークが進展した結果，
運転者の選択可能な経路は多様化し，さらに，渋滞や通行止めなどの突発事象を回避して経路を選択
できるようになった．そのような状況に対し，経路選択を支援するため，情報提供施設の複数設置や，
道路網模式図に所要時間や渋滞情報などを併記した図形情報板の設置が多く見られるようになった．
ここで，限られた区間に複数の情報提供施設を設置すれば，施設どうしが近接する恐れがある．また，
図形情報板のような大型な情報提供施設は，表記内容が多く，読み取りが運転者にとって大きな負荷と
なる恐れがある． 

この問題に関し，標識が近接することで運転者が混乱する可能性を指摘した研究①，標識の表記内
容が多いことで標識の判読に時間がかかり，それによって前方確認が疎かになる可能性を指摘した研
究②は存在するが，情報板を含めた多様な情報提供施設の近接を扱った例はない．また，図形情報板
を対象とした研究では， CG やドライビングシミュレータ（以下，DS）を使用した例が多数存在する③④．こ
こで，運転者の行動を把握するためには，周辺車両を完全に再現することが難しい CG や DS といった
仮想空間上ではなく，実交通環境下で調査をすることが望ましいが，既存の情報提供施設の視認・判
読性を実交通環境下で調査した例は希少であり，まして，情報提供施設の近接や大型化を同時に扱っ
た事例は存在しない． 
 
 
２．研究の目的 
 

上記の課題に対し，研究代表者は，実道で調査を行い，情報提供施設が近接する場合，下流側の
施設では上流側に比べて視認性および判読性が低下すること，運転者が高齢者の場合その低下が顕
著であることを明らかにした．また，大型な情報提供施設（図形情報板）に関しては，長時間の注視や，
注視に誘発された減速が認められること，特に運転者が高齢者の場合，提供情報が読み取られていな
いことを明らかにした⑤． 

さらに，研究代表者は，図形情報板の判読性向上に関して，平成 23 年度〜25 年度基盤研究(C)「高
度道路ネットワーク環境における図形情報板のあり方に関する研究」によって，図形情報板のどの構成
要素が図形情報板の判読に影響を及ぼすか，その構成要素は判読の観点からどのような水準であれ
ば良いかを把握した⑥⑦⑧．しかし，情報提供施設の近接の問題に関しては未着手であり，先行研究も存
在しない．そこで本研究では，近接した情報提供施設の視認性および判読性向上の方法を検討する．
なお既存施設の移設は困難であることから，実現可能性を考慮し，情報提供施設のコンテンツ（シンボ
ル）改良による方法を検討することとする． 
 
 
３．研究の方法 
 

研究代表者は，現行のシンボルの多くはドライバーに正し
く理解されていないと指摘されていることを踏まえ，先行研究
で，事故，火災，落下物の事象を示す新たなシンボルを考案
している⑨．そして，DS を用いた室内走行実験を通じて，情
報板の判読性を可読性と理解度の点から相対評価し，考案
したシンボルを表示した場合の可読性向上を確認した⑩． 

以上の結果は，図 1 に示す 1 事象情報板を対象として得
られているが，最近では，提供する情報量の増加に合わせ，
図 2 に示す 2 事象情報板が多く設置されるようになってき
た． 

近接した情報提供施設の視認性および判読性向上の方
法を検討するには，得られた知見の有用性を考慮し，想定さ
れる最も厳しい条件で行うことが望ましい．そこで本研究で
は 2 事象情報板を対象とする．まず，2 事象情報板にシンボ
ルを表示した場合の効果が把握されていないため，2 事象
情報板にシンボルを表示することで，先行研究同様，可読
性が向上するか，あるいは可読性が向上した上でさらに理
解度が向上するかを評価する（平成 28 年度）(1)． 

次に，(1)の結果を踏まえ，新東名高速道路のジャンクショ
ン手前で確認されている図 3 の状態を対象に，情報提供施
設が近接する場合，下流側の施設では上流側に比べて視
認性および判読性が低下するという問題が，シンボルの表
示によって改善されるか否かを評価する（平成 29 年度）(2)． 

最後に，(1)(2)の結果に基づき，道路情報板にシンボルを表示することの効果を総括するとともに，シ
ンボルのデザイン方針について提示する． 

図 1 1 事象情報板 
(左)現行，(右)考案シンボル 

図 2 2 事象情報板 

図 3 近接の問題を検討するケース 



 
４．研究成果 
 
（平成 28 年度） 

判読難易度の高い 2 事象情報板を対象に，先行研究で考案したシンボル⑨⑩を表示することによる情
報板表示の可読性・理解度の向上，およびシンボル以外の可変要因である，事象発生位置の表示形
式，あるいは文字色の違いが可読性・理解度に与える影響を検証した．その結果，情報伝達機能の高
いシンボルが，情報板表示の可読性・理解度向上に効果を発揮することが確認できた．ただし，2 事象
情報板では，半数近くの人が全ての内容を読んでいないという，当初想定しなかった根本的課題が明
らかになった． 

さらに，次年度の実施計画を前倒しし，近接して設置された 2 箇所の JCT 情報板が近接することによ
る影響や，シンボルを表示することによる影響を視認性や可読性の観点から検証した．この結果，近接
の影響については，情報板の視認距離が上流側に比べて，下流側が相当程度短く，上流側の情報板
消失点を通過した直後から，下流側の視認を開始していることが確認された．また，考案したシンボルを
2 事象 JCT 情報板に表示することにより，上流側情報板では視認性や可読性が向上する効果を確認で
きた．しかし，下流側の情報板については，今回実験対象とした 2 箇所の 2 事象 JCT 情報板の離隔距
離の中で，情報量が多すぎる場合は，情報板に表示された内容を認識するのに必要な視認距離や判
読時間が十分確保されていない可能性が確認できた． 
 
（平成 29 年度） 

先に述べた通り，予定していた内容（情報提供施設が近接する場合，下流側の施設では上流側に比
べて視認性および判読性が低下するという問題の把握）は，前倒しして平成 28 年度に実施し，平成 29
年度は，上記の「2 事象情報板の根本的な課題」つまり，2 事象情報板では，半数近くの人が全ての内
容を読んでいないことの解決に取り組んだ． 

具体的には，平成 28 年度の結果を精査することで，2 事象情報板の表示方法（シンボルおよび文字
情報の表記方法や色，レイアウトなどを考慮した情報板表示）の課題を明らかにした．そして，その課題
に基づき情報板表示を新たに考案し，判読性評価を通じて効果を検証した．得られた知見を以下に示
す． 
・ 道路情報提供において，事象上流 IC 名の情報

がより重要になると考え，区間情報を「事象上流
IC 名から先」という表記にすることにより，情報量
を削減した表示パターン（図 4）を考案した．その
結果，事象上流 IC 名の理解度向上に有効であ
ることが示唆された． 

・ 1 事象情報板を左右に並べた表示パターンにす
ることで，第 2 事象を示すシンボルを追加した表
示パターンを考案した（図 5）．その結果，現状で
は 1 事象情報板を左右に並べるようなレイアウト
の情報板に慣れていないため，可読性の評価
点が低くなったが，第 2 事象の理解度を高めるこ
とに有効であることが示唆された． 

 
（平成 30 年度） 

過年度に得られた知見を踏まえ，シンボルだけでなく，文字情報の表記方法や色，レイアウトなどを
考慮した情報板表示方針について以下のように総括した 
・ 全ての実験結果より，ドライバーは提示された情報を全て読もうとする人の割合が最も多いことが示

唆された．これより，情報板は全て読まれることを前提に，提示情報が正しく理解される表示パターン
が望ましいことが示唆された． 

・ 情報板全体の判読性向上には情報量の削減が必要であるが，注意喚起を示す指示事項を削除で
は，判読性向上は確認されなかった．一方，区間
情報を現行の「事象上流 IC−事象下流 IC」から
「事象上流 IC 名から先」という表記にすることで
情報量を削減した表示パターンでは，事象上流
IC 名の理解度向上に有効であることが示唆され
た． 

・ 1 事象情報板を左右に並べ，それぞれの情報板
にシンボルを追加した表示パターンでは，現行の
情報板で最も判読されにくい第 2 事象の理解度
を高めることに有効であることが示唆された． 

・ 2 つの事象の文字色を赤色に統一する（図 6）こと
で，総注視時間が長くなる傾向があるものの，情
報板全体の理解度の向上，特に第 1 区間の理解
度が向上することが確認できた． 

図4 区間情報表記を変更したパターン 

図 6 文字色の統一 

図 5 1 事象情報板並列パターン 
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